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４月になり桜が咲き誇る新年度が始まりました。寒暖の入れ替わりが続く中、花冷え、花曇りの日でも、
院内は新しい入職者を迎え明るく活気づいています。
日頃より地域の医療機関・介護施設はじめ関係者の皆さまには大変お世話になっており、心より感謝申し

上げます。
今年度も神戸市立医療センター西市民病院は、基本理念である『地域の中核病院として、市民の生命と健

康を守るために、安全で質の高い心のこもった医療を提供すること』に邁進してまいりますので、どうかよ
ろしくお願い申し上げます。
当院は『患者中心のチーム医療』を基本方針の第一に掲げています。今年度も医師（122名）、看護師（435

名）、薬剤師（22名）、リハビリ技師（27名）、管理栄養士（８名）、臨床検査技師（24名）、放射線技師（12名）、
臨床工学技士（10名）、そして嘱託・非常勤・派遣職員なども合わせると総勢約820名の様々な職種の職員が、
院内はもちろん院外でも地域の皆さまとともにチームを組み当院のキャッチフレーズの『信頼の医療を育む』
ことに努めたいと思います。どうかご指導ご協力をよろしくお願い申し上げます。
新型コロナ感染症は、季節性インフルエンザと同等の５類ですが、感染力はすこぶる強く院内感染のリス

クは変わりありません。年末年始はインフルエンザの大流行があり、ARI（急性呼吸器感染症）をはじめ各
種感染症への対策の手綱を緩めることなく、当院は通常診療を全うすべく努めてまいります。
新型コロナ感染症パンデミックが終息しても、新規患者減少、病床稼働率低下は思うように回復せず、昨

今の人件費増加、薬剤・材料費高騰など経費の上振れが激しく、以前にも増して医療機関の経営は険しい状
況が続いています。その中で令和６年度、当院は新規入院患者（10,240名）、救急車応需（4,427件）、全身麻
酔緊急手術（361件）、ロボット手術（220件）などで過去最高を記録し、経常収支が令和５年度より改善でき
ましたことは、地域の皆さまの大きなご支援、ご指導があったからこそと、深く感謝申し上げます。
当院は地域医療支援病院、紹介受診重点医療機関であり、市民の皆さまに高度な専門的医療、救急医療を

提供する市街地西部の中核病院としての使命を果たし続け、2031年に新長田駅前へ新西市民病院が新築移転
するという未来に向けて、様々な課題に対し全力を尽くしますので、どうかご支援をよろしくお願い申し上
げます。
今年の干支は乙巳（きのと・み）です。乙（きのと）は紆余曲折しながら進むこと、しなやかに伸びる草

木を意味し、これまでの努力の結実を示唆します。巳（み：蛇）は脱皮することから、再生、新しい自分に
生まれ変わる、そして金運や繁栄をもたらすとされています。
30年前の1.17阪神・淡路大震災で甚大な被害を受けながらも、復興、再建、成長への歩みを地道に重ねてこ

られた市民の皆さまと当院の道のりは、まさに乙巳（きのと・み）のイメージと重なります。
今年度が佳き年になり、皆さまとともに成果と喜びを分かち合える一年になりますことを祈念いたします。

そして変わらぬご厚情を賜りますよう、どうかよろしくお願い申し上げます。
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手術支援ロボットをフル活用する時代の到来に先駆けて
～５領域に渡る消化器癌のロボット手術のご紹介～

図２ ロボットは写真のような “ヤドカリ” に似た機械です。

https://www.youtube.com/watch?v = VmWycPaFQMg

コックピット
目指すはエースパイロット！

手術支援ロボットは４本腕の
“ヤドカリ” のような形をしています

表１ 外科切除例からみた早期胃癌のリンパ節転移頻度（国立がん研究センター中央病院、がん研有明病院）

上段：リンパ節転移率、下段：95％信頼区間
水色・黄色：eCuraA、緑色：eCuraB、ピンク色：eCuraC-2

RA：関節リウマチ、PMR：リウマチ性多発筋痛症
図２．高齢発症関節リウマチの特徴



����������������������DXがもたらす看護管理の変革「RPA導入から
�����������������������医療安全の強化まで、質の高い患者ケアの実現へ｣

����� � � � �副院長兼看護部長 吉 田 直 子

近年、医療業界ではデジタルトランスフォーメーション（DX）の導入が急速に進んでおり、看護管理の分
野でもその重要性が増しています。当院では、DXを活用して業務の効率化や医療安全の向上を目指し、患
者により質の高いケアを提供するための取り組みを進めています。
「看護業務のデジタル化」

看護業務のデジタル化に重点を置き、次の取り組みを進めています。
◆ RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）の導入：定型的なデータ収集作業を自動化すること
で、看護師の作業負担を軽減しました。これにより、患者ケアに集中できる時間が増加しました。

◆タブレット端末を活用した問診：情報共有をスムーズにし、患者とのコミュニケーションを円滑に進める
環境を実現しました。

◆動画を活用した患者説明：視覚的でわかりやすい情報提供により、患者の理解を深める工夫を行ってい
ます。

◆文書管理システムの導入：看護師が作成する診療文書の負担を軽減し、テンプレートや入力支援機能を活
用することで効率的かつ迅速な文書作成が可能となりました。また、褥瘡ナビシートや入退院支援ナビ
の機能を用いて、患者の状態に応じた文書を作成し、業務フロー全体を効率化しました。

「データ活用による質の向上」

次に、医療看護必要度データや病床稼働率などの情報を整理し、電子カルテにリアルタイムで表示するよ
うにしています。これにより、病床管理の最適化やスタッフの業務負担の可視化が実現し、人的および物的
リソースの適切な配分が可能となりました。
当院は、看護協会が推進する『ＤｉＮＱＬ』事業に参加しています。このデータベースを活用することで、

患者ケアの質を可視化し、改善点を特定することが可能です。また、ベンチマーク評価を通じて他施設や病
棟と比較し、自施設の強みや課題を明確にする取り組みを進めています。これらの活動を通じて、より良い
ケアの提供を目指すことが課題となっています。
「医療安全の強化」

さらに、医療安全の向上もDXの重要な目的の一つです。当院では、患者の取り違えリスクを低減するた
めに三点認証システムを導入しています。このシステムを活用することで、患者の安全を確保するととも
に、安心して治療を受けられる環境を整備しています。

以上のように、DXを取り入れることで、看護管理において業務の効率化、医療安全の向上、データ活用
の促進といった多くのメリットが生まれています。データを適切に管理し、それを情報として活用するこ
とで、より質の高い看護を提供することが可能となります。これからの医療現場ではDXの推進が不可欠
であり、看護師一人ひとりがDXを理解し、積極的に活用することで、より良い医療環境をつくっていくこ
とが求められます。当院では、DXを活用しながら、患者さんに安心・安全な医療を提供するために引き続
き努力してまいります。
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診断名 件数
肺炎、気管支肺炎 83
気管支炎、細気管支炎 65
上気道炎 37
喘息、喘息性気管支炎 30
食物アレルギー、食物蛋白誘発胃腸炎 23
痙攣性疾患 15
胃腸炎、腸炎 14
川崎病 9
機能性心雑音 8
便秘症 7

表１ 診断件数

①患者総数 ②入院患者数 入院率(％)
(①／②)

入院日数
(転送除く)

マイコプラズマ
感染症 72 18 25.0 5.6

COVID-19 12 4 33.3 3.0
ＲＳウイルス
感染症 30 17 56.7 4.4

ヒトメタニュー
モウイルス感染症 5 2 40.0 5.0

表２ 気道感染症での入院状況



適切な１日尿量は
おおよそ20～25ml/㎏とされています。体重50㎏なら1,000～1,250ml、体重80㎏なら1,600～2,000ml になります。

透析装置の定期メンテナンスの様子 内シャント エコーガイド下穿刺

緩徐式血液濾過透析療法

スコープオペレーター業務

医師の転出・転入等のお知らせ

【転入等 ４月１日付】
所 属 補 職 氏 名

消 化 器 内 科 医 長 吉 田 裕 幸

消 化 器 内 科 医 員 平 川 博 章

消 化 器 内 科 専 攻 医 田 中 聡 真

消 化 器 内 科 専 攻 医 杉 本 采 加

消 化 器 内 科 専 攻 医 西 遼

消 化 器 内 科 専 攻 医 三 好 健 太

呼 吸 器 内 科 専 攻 医 堀 靖 貴

＊ 呼 吸 器 内 科 専 攻 医 山 田 夕 輝

循 環 器 内 科 部 長 代 行 平 沼 永 敏

循 環 器 内 科 副 医 長 藤 岡 和 夫

腎 臓 内 科 専 攻 医 坂 口 岳 彦

腎 臓 内 科 専 攻 医 西 庵 良 哉

総 合 内 科 専 攻 医 多 山 葵

小 児 科 専 攻 医 中 塩 美 梨

小 児 科 専 攻 医 宋 智 勲

消 化 器 外 科 専 攻 医 髙 島 尭

消 化 器 外 科 専 攻 医 大 村 泰 輝

消 化 器 外 科 専 攻 医 寳子丸 佳 音

整 形 外 科 専 攻 医 中 林 和 輝

泌 尿 器 科 医 員 佐 伯 義 樹

泌 尿 器 科 専 攻 医 西 岡 祥 子

産 婦 人 科 医 員 澤 田 史 奈

皮 膚 科 専 攻 医 近 藤 遼

麻 酔 科 専 攻 医 大 西 洋 志

歯 科 口 腔 外 科 専 攻 医 大 澤 佳乃子

医 科 初 期 研 修 医 大 畑 圭 亮

医 科 初 期 研 修 医 笠 原 美 咲

医 科 初 期 研 修 医 高 木 隆 次

医 科 初 期 研 修 医 田 中 遼

医 科 初 期 研 修 医 曹 敏 華

医 科 初 期 研 修 医 平 林 穂乃佳

医 科 初 期 研 修 医 松 井 綾 花

医 科 初 期 研 修 医 中 島 郁 男

医 科 初 期 研 修 医 牧 野 光 輔

医 科 初 期 研 修 医 溝 口 萌 花

医 科 初 期 研 修 医 西 上 雄 磨

歯 科 初 期 研 修 医 新 原 花 菜

【転出等 ３月３１日付】
所 属 補 職 氏 名

消 化 器 内 科 医 長 住 友 靖 彦

消 化 器 内 科 副 医 長 加 藤 修 平

消 化 器 内 科 専 攻 医 坂 田 哲

消 化 器 内 科 専 攻 医 髙 橋 梨 奈

消 化 器 内 科 専 攻 医 中 川 雄 太

呼 吸 器 内 科 専 攻 医 小 林 裕

循 環 器 内 科 部 長 高 橋 明 広

循 環 器 内 科 医 長 田 畑 諭 子

腎 臓 内 科 副 医 長 隈 元 宣 行

腎 臓 内 科 専 攻 医 浦 山 知 葉

小 児 科 医 長 田 中 由起子

小 児 科 専 攻 医 渡 邊 侑 奈

消 化 器 外 科 医 長 本 間 周 作

整 形 外 科 専 攻 医 中 本 貴 己

泌 尿 器 科 専 攻 医 髙 木 悠 芽

泌 尿 器 科 専 攻 医 戸 田 逸 朗

産 婦 人 科 部 長 森 島 秀 司

皮 膚 科 副 医 長 八木田 隼 啓

麻 酔 科 専 攻 医 岡 野 宏 哉

麻 酔 科 専 攻 医 河 端 栞 里

医 科 初 期 研 修 医 大 瀧 建 也

医 科 初 期 研 修 医 北 村 郷

医 科 初 期 研 修 医 藤 本 沙 千

医 科 初 期 研 修 医 富 島 七 海

医 科 初 期 研 修 医 平 安 泰 成

医 科 初 期 研 修 医 麻 隼 士

＊ 医 科 初 期 研 修 医 山 田 夕 輝

医 科 初 期 研 修 医 芦 名 萌衣佳

医 科 初 期 研 修 医 洪 裕 典

医 科 初 期 研 修 医 服 部 圭一郎

医 科 初 期 研 修 医 樋 口 勝 大

歯 科 初 期 研 修 医 岡 本 英 資

＊ ４月１日付転入等により当院に引き続き在籍する医師



予約診察のみ
主に初診診察

２診 冨 岡 ー 冨 岡 冨 岡 網 本 網 本 横 田 横 田 ー 堀

４診 ー ー ー ー ー
禁 煙 外 来
冨 岡 / 松 岡

ー ー ー ー

９診 ★ 山 田 （ 夕 ） ★ 山 田 （ 夕 ） ー ー 金 子 金 子 瀧 口 （ 純 ） 瀧 口 （ 純 ） 金 子 ー

１１診 李 李 藤 井 藤 井 岩 林 岩 林 ー ー ー ー

３診 清 水 清 水 ★ 髙 田 ★ 髙 田 吉 田 吉 田 清 水 清 水 山 田 （ 聡 ） 山 田 （ 聡 ）

７診 中 村 （ 真 ） 中 村 （ 真 ） ー ー ー ー ー ー ー ー

８診 ー ー 田 中 田 中 ー ー ー ー ー ー

１０診 今 村 今 村 平 川 平 川 星 星 渡 邊 （ 賢 ） 渡 邊 （ 賢 ） ★ 細 見 ★ 細 見

１３診 ー ー ー ー 西 西 ★ 杉 本 ★ 杉 本 ー ー

４診 平 沼 ー 吉 野 （ 智 ） ー 平 沼 ー 藤 岡 ー 永 野 ー

８診 ー ー ー ー ー ー
※ 第 ２ 週

小 堀
ー ー ー

１診 ー ー ー ★ 深 澤 ー ★ 深 澤 ー ー ー 高 山

４診 ー ー ー ー ー ー ー ★ 武 部 ー ー

５診 中 村 （ 武 ） 中 村 （ 武 ） 倉 本 倉 本 ★ 武 部 ★ 武 部
※ １

★ 深 澤
高 山

中 村 （ 武 ） 中 村 （ 武 ）
※ ２

中 村 （ 武 ）

８診 ー 倉 本 ー ー ー ー ー ー ー ー

４診 ー 壷 井 / 小 川 ー 壷 井 ー ー ー ー ー ー

８診 ー ー ー ー ー ー ー 田 村 / 壷 井 ー ー

１１診 ー ー ー ー ー ー ー ー 壷 井 壷 井

１２診 ー ー ー ー 壷 井 ー ー ー 越 智 越 智

血 液 内 科 １２診 ー ー ★ 坂 井 ー ー ー 倉 田 倉 田 ー ー

４診 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

７診 ー ー 安 積 安 積 坂 口 坂 口 渡 邉 （ 周 ） 渡 邉 （ 周 ） 西 庵 西 庵

１２診 ★ 瀧 口 （ 梨 ） ★ 瀧 口 （ 梨 ） ー ー ー ー ー ー ー ー

脳神経内科 ６診 菅 生 菅 生 ー ー
医 師

交 替 制
ー ー ー 菅 生 菅 生

１診 ★ 西 尾 ー ★ 多 山 ー 濵 﨑 ー 越 智 ー ★ 西 尾 ー

8診 王 ー ー ー ★ 西 尾 ー ー ー 濵 﨑 ー

9診 ー ー ★ 西 尾 ー ー ー ー ー ー ー

11診 ー ー王ーーーー ー ー

内科
１１診 ー ー ー ー ー ー ー 馬 屋 原 ー ー

内科
６診 ー ー 足 立 足 立 ー ー 足 立 足 立 ー ー

１診 江 口 ★ 中 塩 ー 宋 ★ 中 塩 ★ 中 塩
小 児 神 経 外 来

★ 老 川 ★ 小 柴

２診 ★ 小 柴 江 口 江 口 ★ 中 塩 岡 藤 宋
シ ナ ジ ス ・

予 防 接 種 交 替 制
14 ： 00 ～

15 ： 30

江 口

３診 ー 宋 ー ★ 小 柴 ー ★ 小 柴 ★ 吉 野 （ 翔 ）
★ 吉 野 （ 翔 ）
( ア レ ル ギ ー ・

ス キ ン ケ ア ）

ー
第 1 ・ 3 ・ ４ 週
小 児 循 環 器

★ 則 武

３診 ★ 大 澤 ★ 大 澤 ★ 大 澤 ★ 大 澤
（ 手 術 ）

★ 大 澤 ★ 大 澤 ★ 大 澤 ★ 大 澤 ★ 大 澤 ★ 大 澤

１診 ★ 中 嶋 ー 鈴 木 鈴 木 姜 緩 和 ケ ア 外 来 ー ー 口 分 田 ー

２診 大 村 ー ー ー 細 川 ー 村 上 村 上 髙 島 ー

３診 ー ー ★ 石 川 ー ー 村 上 ★ 寶 子 丸 ー ー ー

１診 ー ー ー ー ー ー 大 越 ー ー ー

２診 ー ー 竹 尾 竹 尾 ー ー ー ー ー ー

２診 ー ★ 大 久 保 ー ー ー ー ー ー ー ー

３診 三 瀬 三 瀬 ー 矢 田 ★ 大 久 保 ー ー 三 瀬 三 瀬 三 瀬

１診 ※ 西 口 西 口 小 田 小 田 藤 原 藤 原
※ 山 根
( 脊 椎 )

ー
布 施

( 関 節 外 来 ）
布 施

２診 山 根 山 根 藤 原 藤 原 西 口 西 口 橋 村 橋 村 小 田 小 田

３診 ※ 橋 村 橋 村 ー ー 布 施 布 施 ※ 中 林 中 林 中 林 中 林

医 師 交 替 制 （ 予 約 検 査 ） ★ 大 塚 （ 予 約 検 査 ）

1 ・ 3 ・ 5 週
予 約 検 査
2 ・ 4 週

尾 崎

（ 予 約 検 査 ）

1 ・ 3 ・ 5 週
平 岡

2 ・ 4 週
予 約 検 査

（ 予 約 検 査 ） ★ 髙 井 （ 予 約 検 査 ）

１診 市 田 市 田 ー ー 施 施
（ 妊 婦 検 診 ）

ー ー ★ 杉 野 ★ 杉 野

２診 ★ 杉 野 ★ 澤 田 新 谷 ー ★ 澤 田 市 田 新 谷
（ 妊 婦 検 診 ）

ー ★ 施
（ 妊 婦 検 診 ）

★ 澤 田
（ 妊 婦 検 診 ）

３診 検 診 ワ ク チ ン ー ー
NIPT 遺 伝

カ ウ ン セ リ ン グ
外 来

検 診 ワ ク チ ン 検 診 ワ ク チ ン ー
NIPT 遺 伝

カ ウ ン セ リ ン グ
外 来

検 診 ワ ク チ ン 検 診 ワ ク チ ン

５階
病棟 ー ー

※ 助 産 師
外 来

※ 助 産 師
外 来

ー ー
※ 助 産 師

外 来
※ 助 産 師

外 来
ー ー

１診 中 村 （ 一 ）
医 師

交 替 制
吉 井 吉 井 吉 井 ー 神 野 神 野 神 野 神 野

２診 村 田 ー 佐 伯 佐 伯 ★ 西 岡 ー 村 田 村 田 佐 伯 ー

３診 ー ー ★ 西 岡 ー ー ー 吉 井 ー ー ー

１診 木 戸 上 （ 予 約 検 査 ） 後 藤 （ 検 査 ・ 手 術 ）
医 師

交 替 制
ー 後 藤 （ 予 約 検 査 ）

医 師
交 替 制

ー

２診 ※ 後 藤 ー ※ 木 戸 上 ー ー ー ※ 木 戸 上 ー ー ー

木 原
( 認 知 症 鑑 別 )

木 原
( 認 知 症 鑑 別 )

木 原
( 認 知 症 鑑 別 )

木 原
( 認 知 症 鑑 別 )

木 原
( 認 知 症 鑑 別 )

木 原
( 認 知 症 鑑 別 )

木 原
( 認 知 症 鑑 別 )

木 原
( 認 知 症 鑑 別 )

ー ー

１診 ー ー 大 塚 ー 竹 村 ー 岡 田 ー ー ー

３診 （ 心 理 判 定 ） ー ― ー （ 心 理 判 定 ） ー （ 心 理 判 定 ） （ 心 理 判 定 ） ― ー

１診 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

１診 ★ 谷 川 ★ 谷 川 ★ 谷 川 ★ 谷 川 千 原

２診 藤近原千藤近原千藤近

休止中

診察
受付

５
皮 膚 科 来外門専）術手（来外門専）術手（来外門専 火・木　１１：００受付終了

　

診察
受付

4

遺伝カウンセ
リング外来

耳 鼻 咽 喉 科
水・金　１０：３０受付終了

※１０：３０～診察開始

認知症疾患
医療センター

【予約制】
診察は、精神・神経科２診
（午前は１０：００～）

精神・神経科

【完全予約制】
月・金　休診
他院から紹介の方はFAX予約の手続きをお
願いいたします

整 形 外 科
※月・木　午前
　　予約外患者の診察は１・３診の
     ２人体制で担当

眼 科 １０：３０受付終了

産婦人科

火・木は手術日

火　午後・木　午後　産後外来
 
検診ワクチン・ＮＩＰＴ遺伝カウンセリング外来は
完全予約制です

※火・木　助産師外来は５階病棟
　  ２階４番診察受付にお立寄りください
　（９：００～１２：００、１３：００～１６：００　予約制）

泌 尿 器 科
ED外来
　金　１４：００～（予約のみ）

　

診察

受付

3

消化器外科

呼吸器外科

乳腺外科

月・水・金　午前診は１１：００受付終了
予約患者優先となります
　
月・木・金　午後は予約のみ

　

診察

受付

2

小 児 科

乳 児 健 診
14 ： 00 ～

15 ： 30

乳 児 健 診
14 ： 00 ～

15 ： 30

小児神経外来
　木　午後
小児循環器外来
　第１・３・４　金　午後
初診はＦＡＸ予約必要
シナジス外来は完全予約制です
詳しくはホームページをご覧下さい

歯 科
口 腔 外 科

西 田
（ 手 術 ）

インプラント・外来手術
水　午前

２診 ★ 向 仲 ★ 向 仲
（ 手 術 ）

★ 向 仲 ★ 向 仲
（ 手 術 ）

★ 向 仲 ★ 向 仲
（ 手 術 ）

★ 向 仲

西 田
（ 手 術 ）

※　１：　１・３・５週：　★深澤
　           　 ２・４週：　高山

※　２：  第２金　午後　中村医師の診察は
　 　  糖尿病教室開催のため休診となります

リウマチ
膠原病科 ９時枠の紹介・初診の診察は不可

診
察
受
付
１

内

科

呼 吸 器
内 科

火　午後 冨岡医師(専門外来　間質性肺炎)

気管支鏡
　火　午前、金　午前（予約制）
禁煙外来
　水　午後４診

消化器
内科

循環器
内科

※第２木　午前
　 不整脈外来（１１：００受付終了）

糖 尿 病 ・
内 分 泌

内 科

総 合 内 科
一般内科・健康診断は総合内科が担当
（健康診断）予約制３名　月・火・水・金

放 射 線 外 来 【予約制】

脳 神 経 外 科

★ 向 仲
（ 手 術 ）

★ 向 仲 ★ 向 仲
（ 手 術 ）

腎 臓 内 科

ｲ ﾝ ﾌ ﾟ ﾗ ﾝ ﾄ
外 来 手 術

西 田
（ 手 術 ）

西 田 西 田
（ 手 術 ）

西 田１診 西 田 西 田
（ 手 術 ）

西 田

令和7年4月4日～

℡ 078（576）5251
                                                             受付：午前8時45分～11時45分　（午後は原則として予約診察のみ／土・日・祝・年末年始は休診）

　　★印は、女性医師

診 療 科 ／ 診 察 室
金木水火月

午 後

神戸市立医療センター
西市民病院 診療予定表

備 考

午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前

�����呼吸器外科

����血液外科


